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12
月
定
例
議
会
で
は
、
平
成
30
年
度
一
般
会
計
で
、
８
億
５
９
０
８
万
８

０
０
０
円
を
追
加
し
、
総
額
４
６
４
億
７
９
９
万
２
０
０
０
円
と
す
る
補
正

予
算
を
可
決
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
な
ど
６
つ
の
特
別
会
計
の
補
正
予
算
を

可
決
し
ま
し
た
。

歳
入
の
主
な
内
容
は
、
内
示

に
伴
う
国
・
県
支
出
金
の
増
減

補
正
や
教
育
費
国
庫
補
助
金
と

し
て
ブ
ロ
ッ
ク
塀
・
冷
房
設
備

対
応
臨
時
特
例
交
付
金
の
追
加

な
ど
で
す
。

歳
出
の
主
な
内
容
は
、
人
事

異
動
に
伴
う
人
件
費
の
増
減
や

小
学
校
・
中
学
校
空
調
設
備
設

置
工
事
費
の
追
加
な
ど
で
す
。

主
な
事
業
は
次
の
と
お
り
で

す
。建

設
部
関
係
と
し
て
、
都
市

計
画
道
路
一
迫
南
線
整
備
事
業

費
１
２
１
８
万
円
、
教
育
部
関

係
と
し
て
、
小
学
校
空
調
設
備

設
置
工
事
費
５
億
８
２
０
０
万

円
、
中
学
校
空
調
設
備
設
置
工

事
費
２
億
６
７
５
０
万
円
、
災

害
復
旧
事
業
と
し
て
、
平
成
30

年
８
月
５
日
・
30
日
大
雨
災
害

農
業
用
施
設
災
害
復
旧
事
業
１

１
５
７
万
円
の
追
加
な
ど
で
す
。

ま
た
、
併
せ
て
債
務
負
担
行

為
の
補
正
も
行
な
わ
れ
、
指
定

管
理
施
設
の
指
定
管
理
料
限
度

額
も
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

職
員
の
不
祥
事
が
あ
っ
た
た

め
、
監
督
責
任
を
負
い
、
平
成

31
年
１
月
１
日
か
ら
同
月
31
日

ま
で
の
間
、
市
長
の
給
料
は

20
％
減
額
、
副
市
長
の
給
料
は

10
％
減
額
に
な
り
ま
す
。

　

公
職
選
挙
法
の
改
正
に
よ
り
、

平
成
31
年
３
月
１
日
以
後
の
議

会
議
員
選
挙
か
ら
、
候
補
者
が

選
挙
運
動
の
た
め
の
ビ
ラ
頒
布

を
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

人
事
院
勧
告
に
基
づ
き
、
国

の
特
別
職
の
給
与
改
定
が
な
さ

れ
ま
し
た
。
改
定
に
基
づ
き
、

議
員
お
よ
び
市
長
、
副
市
長
、

教
育
長
、
病
院
事
業
管
理
者
の

期
末
手
当
の
支
給
割
合
を
０
・

05
月
分
引
き
上
げ
、
年
３
・
35

月
分
に
し
ま
し
た
。

条

例

　

12
月
定
例
議
会
で
は
、
市
長
・
副
市
長
の
給
料
を
減
額
す
る

条
例
、
議
員
・
市
職
員
の
期
末
手
当
を
引
き
上
げ
る
条
例
、
保

育
所
お
よ
び
幼
稚
園
に
お
け
る
任
期
付
職
員
・
少
人
数
学
級
編

成
の
実
施
に
係
る
任
期
付
市
費
負
担
教
員
の
採
用
に
関
す
る
条

例
な
ど
の
ほ
か
、
栗
原
市
議
会
議
員
選
挙
に
お
け
る
ビ
ラ
の
作

成
の
公
費
負
担
に
関
す
る
条
例
、
固
定
資
産
税
の
不
均
一
課
税

に
関
す
る
条
例
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
あ
や
め
の
里
・
湖
畔
の
み
せ
旬
彩
・
サ
ン
ク
チ
ュ
ア

リ
セ
ン
タ
ー
つ
き
だ
て
館
・
伊
豆
沼
交
流
セ
ン
タ
ー
・
仙
台
藩

花
山
村
寒
湯
番
所
跡
な
ど
の
１
６
７
施
設
の
指
定
管
理
者
を
指

定
す
る
議
案
が
提
出
さ
れ
、
す
べ
て
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま

し
た
。

市
長
・
副
市
長
の
給
料
減
額

市
議
会
議
員
の
選
挙

運
動
用
ビ
ラ
の
頒
布
解
禁

市
長
・
議
員
な
ど
の

期
末
手
当
を
引
き
上
げ

算予正
月

補
12

歳
入

歳
出

平
成
30
年
度
一
般
会
計

８
億
５
９
０
８
万
円
追
加
を
可
決

補正予算・条例

指定管理されているサンクチュアリセンターつきだて館

空調設備が設置される小中学校（築館小学校）
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人
事
院
勧
告
に
基
づ
き
、
行

政
職
・
医
療
職
お
よ
び
消
防
職

員
の
給
料
表
、
初
任
給
調
整
手

当
の
上
限
額
お
よ
び
宿
日
直
手

当
の
引
き
上
げ
、
勤
勉
手
当
の

０
・
05
月
分
引
き
上
げ
、
ま
た

期
末
手
当
の
６
月
と
12
月
の
支

給
割
合
が
平
準
化
さ
れ
ま
し
た
。

保
育
所
及
び
幼
稚
園
・
市
費
負

担
教
員
な
ど
の
任
期
付
職
員
で

は
、
給
料
月
額
の
引
き
上
げ
と

な
り
ま
し
た
。

　

恒
常
的
な
医
師
不
足
、
施
設

の
老
朽
化
な
ど
の
た
め
文
字
診

療
所
を
廃
止
と
し
ま
し
た
。

　

指
定
管
理
の
期
間
満
了
に
と

も
な
い
、
１
６
７
施
設
の
指
定

管
理
者
の
指
定
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
募
集
に
関
し
て
は
公
募
が

６
施
設
、
非
公
募
が
１
６
１
施

　

東
京
23
区
内
に
あ
る
本
社
機

能
を
移
転
し
、
一
定
要
件
を
満

市
職
員
・
任
期
付
職
員

の
給
与
を
引
き
上
げ

文
字
診
療
所
が
廃
止

１
６
７
施
設
の

指
定
管
理
者
決
ま
る

不
均
一
課
税
が
０
％
に

た
す
固
定
資
産
を
取
得
し
た
場

合
、
こ
れ
ら
の
資
産
に
対
す
る

初
年
度
の
固
定
資
産
税
の
不
均

一
課
税
の
税
率
が
０
・
14
％
か

ら
０
％
と
な
り
ま
し
た
。

設
。
指
定
期
間
は
５
施
設
／
１

年
、
12
施
設
／
３
年
、
１
５
０

施
設
／
５
年
と
な
り
ま
す
。
指

定
管
理
料
の
有
無
は
、
有
り
が

23
施
設
、
無
し
が
１
４
４
施
設

と
な
り
ま
す
。
新
規
団
体
と
し

て
、
一
般
社
団
法
人
は
な
や
ま

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
一
般
社
団
法

人
く
り
は
ら
ツ
ー
リ
ズ
ム
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
２
団
体
が
新
た
に

指
定
管
理
者
と
な
り
ま
し
た
。

　

栗
原
市
民
の
経
済
状
況
は
、

１
人
当
た
り
の
平
均
年
収
で
は
、

県
内
35
自
治
体
中
26
位
で
あ
り

14
市
中
で
は
最
低
だ
。
議
員
自

ら
報
酬
や
、
期
末
手
当
を
改
定

す
る
場
合
は
、
市
民
の
経
済
状

　

先
の
議
会
に
お
い
て
、
期
末

手
当
引
き
上
げ
の
条
例
改
正
に

反
対
の
立
場
を
表
明
し
て
い
る
。

わ
れ
わ
れ
議
員
は
市
民
か
ら
選

挙
で
選
ば
れ
た
特
別
職
で
あ
り
、

一
般
の
公
務
員
と
は
違
う
。
改

定
す
る
場
合
は
市
民
の
経
済
状

況
を
十
分
考
慮
す
べ
き
で
あ
る
。

議
会
費
が
増
額
補
正
さ
れ
た
予

算
に
は
反
対
す
る
。

　

平
成
30
年
の
人
事
院
勧
告
で

は
、
月
例
給
及
び
期
末
・
勤
勉

手
当
の
引
き
上
げ
勧
告
が
な
さ

れ
た
。
こ
の
間
議
員
の
報
酬
や

手
当
は
、
人
事
院
勧
告
に
基
づ

き
、
国
の
特
別
職
や
栗
原
市
職

員
、
市
長
な
ど
の
改
定
状
況
を

参
考
に
改
定
し
て
き
た
経
過
が

あ
る
事
か
ら
、
今
回
の
期
末
手

当
の
引
上
げ
に
は
賛
成
す
る
。

　

議
会
議
員
の
期
末
手
当
を
引

き
上
げ
る
条
例
案
は
既
に
改
正

し
た
。
今
回
の
補
正
予
算
は
、

条
例
の
改
正
に
基
づ
き
提
案
さ

れ
た
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

　

特
に
、
小
学
校
や
中
学
校
へ

の
エ
ア
コ
ン
が
設
置
さ
れ
る
予

算
措
置
が
な
さ
れ
て
お
り
、
一

日
も
早
い
取
り
付
け
が
望
ま
れ

る
。

　

福
祉
の
充
実
の
た
め
と
消
費

税
が
導
入
さ
れ
て
今
年
で
30
年

に
な
る
。
こ
の
間
、
国
民
が
負

担
し
た
消
費
税
は
３
２
７
兆
円

で
大
企
業
減
税
は
２
９
１
兆
円

に
な
り
、
ほ
と
ん
ど
が
大
企
業

減
税
に
充
て
ら
れ
て
い
る
。
消

費
税
を
上
げ
る
の
で
は
な
く
、

大
企
業
、
富
裕
層
に
応
分
の
負

担
を
求
め
る
べ
き
で
あ
る

　

12
月
定
例
議
会
で
は
、
次
の

３
議
案
に
つ
い
て
、
賛
成
ま
た

は
反
対
の
立
場
で
、
そ
れ
ぞ
れ

の
意
見
を
述
べ
ま
し
た
。

討

論
佐
藤
　
文
男 

議
員

佐
藤
　
文
男 

議
員

高
橋
　
勝
男 

議
員

三
塚
　
　
東 

議
員

沼
倉
　
　
猛 

議
員

反
対

反
対

賛
成

賛
成

賛
成

　　　　　議員氏名

件　　名　　　　　

議
決
結
果

採　　　決　　　結　　　果
佐
藤
　
庄
喜

小
野
　
久
一

澤
邉
　
幸
浩

佐
藤
　
千
昭

佐
藤
　
範
男

鹿
野
　
芳
幸

高
橋
　
勝
男

髙
橋
　
義
雄

五
十
嵐
　
勇

石
川
　
正
運

高
橋
　
　
渉

三
塚
　
　
東

沼
倉
　
　
猛

髙
橋
　
　
将

佐
藤
　
　
悟

三
浦
　
善
浩

菅
原
　
勇
喜

佐
藤
　
文
男

阿
部
　
貞
光

濁
沼
　
一
孝

菅
原
　
正
剛

佐
藤
　
久
義

佐
藤
　
　
勇

佐
々
木
嘉
郎

相
馬
　
勝
義

瀨
戸
健
治
郎

発議第 2号 可決 賛 反 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 反 賛 反 賛 賛 賛 反 反 賛 賛 賛 賛 反 賛 賛 －

発議第 3号 否決 反 賛 反 反 反 反 賛 反 反 反 反 反 賛 反 賛 反 賛 賛 反 反 反 反 反 反 反 －

議案第 68 号 可決 賛 反 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 反 賛 反 賛 賛 賛 反 反 賛 賛 賛 賛 反 賛 賛 －

12 月定例議会での審議結果 ( 意見が分かれた議案について掲載しました )

※　「賛」⇒賛成した議員、「反」⇒賛成しなかった議員、「－」⇒議長のため採決に加わらない

況
を
十
分
考
慮
し
て
決
め
る
べ

き
で
あ
り
、
５
年
連
続
の
引
き

上
げ
は
市
民
の
理
解
は
得
ら
れ

な
い
。

発
議
第
２
号

栗
原
市
議
会
議
員
の
議
員
報
酬
、

費
用
弁
償
及
び
期
末
手
当
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

発
議
第
３
号

消
費
税
10
％
引
き
上
げ
中
止
を

求
め
る
意
見
書

議
案
第
68
号

平
成
30
年
度
栗
原
市
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
３
号
）

条例・討論

廃止される文字診療所
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表彰・意見書・陳情

陳
情

宮
城
県
種
子
条
例

の
制
定
を
求
め
る

河
川
の
支
障
木
の
伐
採
、
堆
積

土
砂
の
撤
去
等
早
急
な
水
害

予
防
対
策
の
実
施
を
求
め
る

　

12
月
定
例
会
に
８
件
の
陳
情

書
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

「
被
災
者
生
活
再
建
支
援
制
度

の
抜
本
的
拡
充
を
求
め
る
意
見

書
」
の
採
択
を
求
め
る
陳
情
書

東
日
本
大
震
災
復
旧
・
復
興
支

援
み
や
ぎ
県
民
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

綱
島　

不
二
雄
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　

ほ
か
１
人

最
低
賃
金
の
改
善
と
中
小
企
業

支
援
の
拡
充
を
求
め
る
政
府
に

対
す
る
意
見
書
採
択
を
求
め
る

陳
情
書
の
提
出
に
つ
い
て

宮
城
県
春
闘
共
闘
会
議

代
表
幹
事　

高
橋　

正
行
さ
ん

「
看
護
師
の
全
国
を
適
用
地
域

と
し
た
特
定
最
賃
の
新
設
を
求

め
る
意
見
書
」
採
択
を
求
め
る

陳
情
書
の
提
出
に
つ
い
て

「
安
全
・
安
心
の
医
療
・
介
護

の
実
現
と
夜
勤
交
替
制
労
働
の

改
善
を
求
め
る
意
見
書
」
採
択

を
求
め
る
陳
情
書
の
提
出
に
つ

い
て

「
介
護
従
事
者
の
全
国
を
適
用

地
域
と
し
た
特
定
最
賃
の
新
設

を
求
め
る
意
見
書
」
採
択
を
求

め
る
陳
情
書
の
提
出
に
つ
い
て

表 彰
　

平
成
30
年
宮
城
県
文
化
の
日
の
表
彰
に
お
い
て
、
多
年

に
わ
た
る
議
員
活
動
を
通
じ
て
、
地
方
自
治
の
確
立
と
住

民
福
祉
の
向
上
に
尽
力
さ
れ
た
功
績
に
よ
り
、
石
川
正
運

議
員
、
佐
藤
悟
議
員
が
宮
城
県
知
事
か
ら
表
彰
さ
れ
ま
し

た
。

　

戦
後
の
食
糧
増
産
の
た
め
優

良
な
種
子
を
国
・
都
道
府
県
主

導
で
生
産
し
よ
う
と
す
る
目
的

で
、
１
９
５
２
年
に
主
要
農
作

物
種
子
法
は
制
定
さ
れ
た
も
の

で
あ
る
が
、
本
年
４
月
に
廃
止

さ
れ
た
。

　

公
的
な
関
与
を
定
め
た
法
律

が
無
く
な
る
こ
と
で
、
将
来
、

　

12
月
定
例
議
会
に
３
件
の
意

見
書
提
出
を
求
め
る
発
議
案
が

提
出
さ
れ
、
２
件
を
可
決
し
ま

し
た
。

　

可
決
し
た
意
見
書
は
次
の
と

お
り
で
、
内
閣
総
理
大
臣
や
宮

城
県
知
事
な
ど
に
対
し
要
請
し

ま
し
た
。 意

見
書

石川　正運 議員

佐藤　悟 議員

巨
大
な
外
資
系
企
業
に
よ
る
種

子
の
独
占
状
況
が
生
じ
る
な
ど
、

国
内
農
産
物
の
安
定
的
な
生
産

及
び
国
民
へ
の
継
続
的
な
供
給

に
支
障
が
生
じ
る
懸
念
が
予
測

さ
れ
る
。

　

つ
い
て
は
、
戦
前
戦
後
を
通

じ
、
日
本
の
食
料
生
産
に
大
き

な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
宮
城

県
農
業
の
持
続
的
な
発
展
を
目

指
す
立
場
か
ら
、「
宮
城
県
種

子
条
例
」
を
制
定
し
、
サ
サ
ニ

シ
キ
、ひ
と
め
ぼ
れ
な
ど
、数
々

の
銘
柄
米
の
開
発
で
大
き
な
役

割
を
担
っ
て
き
た
機
能
強
化
を

図
る
な
ど
、
具
体
的
な
施
策
を

講
じ
ら
れ
る
よ
う
強
く
要
望
す

る
。

　

西
日
本
豪
雨
に
よ
り
倉
敷
市

真
備
町
の
小
田
川
が
決
壊
し
た

原
因
を
探
っ
て
い
た
国
の
調
査

委
員
会
は
、
川
の
水
が
溢
れ
出

て
越
水
し
、
堤
防
が
外
側
か
ら

削
ら
れ
て
決
壊
し
た
可
能
性
が

高
い
と
す
る
見
解
を
発
表
し
た
。

　

さ
ら
に
、
注
目
す
べ
き
は
、

上
流
の
樹
木
が
豪
雨
に
よ
る
大

水
で
流
さ
れ
、
橋
桁
に
滞
留
し
、

ダ
ム
状
態
と
な
り
、
水
を
せ
き

止
め
た
こ
と
が
越
水
の
大
き
な

原
因
と
な
っ
た
と
指
摘
し
て
い

る
こ
と
で
あ
る
。

　

平
成
27
年
９
月
の
二
迫
川
・

芋
埣
川
の
堤
防
決
壊
の
よ
う
に
、

大
水
害
を
発
生
さ
せ
る
原
因
と

な
っ
た
、
河
川
に
繁
茂
す
る
支

障
木
の
伐
採
、
堆
積
土
砂
の
撤

去
が
緊
要
で
あ
る
。

　

栗
原
市
内
に
は
迫
川
、
二
迫

川
、
三
迫
川
、
小
山
田
川
、
芋

埣
川
な
ど
多
く
の
一
級
河
川
が

貫
流
し
て
い
る
が
、
本
年
の
西

日
本
豪
雨
を
想
定
す
れ
ば
、
実

情
は
倉
敷
市
真
備
町
同
様
の
大

水
害
に
発
展
す
る
危
険
が
あ
る
。

　

つ
い
て
は
、
国
お
よ
び
宮
城

県
管
理
の
河
川
の
支
障
木
の
伐

採
、
堆
積
土
砂
の
撤
去
な
ど
、

早
急
な
水
害
予
防
対
策
の
実
施

を
強
く
求
め
る
。

「
介
護
従
事
者
の
勤
務
環
境
及

び
処
遇
改
善
を
求
め
る
意
見

書
」
採
択
を
求
め
る
陳
情
書
の

提
出
に
つ
い
て

宮
城
県
医
療
労
働
組
合
連
合
会

執
行
委
員
長　

中
山　

修
さ
ん

栗
原
市
ふ
る
さ
と
会
事
業
補
助

金
交
付
に
関
す
る
陳
情

ふ
る
さ
と
花
山
会

　
　

会
長　

千
葉　

守
好
さ
ん

平
成
31
年
度
税
制
改
正
に
関
す

る
提
言
に
つ
い
て

一
般
社
団
法
人

宮
城
県
法
人
会
連
合
会

　
　
　

会
長　

菅
原
一
博
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　

ほ
か
１
団
体

　

11
月
16
日
発
行
の
「
く
り
は

ら
市
議
会
だ
よ
り
第
58
号
」
の

表
紙
写
真
の
説
明
に
誤
っ
た
標

記
が
あ
り
ま
し
た
。

お
わ
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

訂
正
内
容

　

正　

若
柳
地
織
織
元

　

誤　

若
柳
地
織
機
元

　

菅
原
正
剛
議
員
の
逝
去
に
伴

い
、
新
た
に
広
報
編
集
調
査
特

別
委
員
会
副
委
員
長
に
阿
部
貞

光
委
員
を
選
任
し
ま
し
た
。

　

議
員
は
平
成
29
年
に
栗
原

市
議
会
議
員
に
初
当
選
し
、

文
教
民
生
常
任
委
員
会
の
委

員
お
よ
び
広
報
編
集
調
査
特

別
委
員
会
副
委
員
長
に
就
任

さ
れ
る
な
ど
、
市
政
に
多
大

な
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

　

謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り

い
た
し
ま
す
。

　

菅
原
正
剛
議
員
が
12
月

26
日
に
急
逝
さ
れ
ま
し
た
。

お
わ
び
と
訂
正

広
報
編
集
調
査
特
別
委
員
会

副
委
員
長
を
選
任

菅す
が

原わ
ら 

正せ
い

剛ご
う 

議
員 

　

逝
去
さ
れ
る


